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♢ 行事の特徴・・・国指定重要無形民俗文化財 ♢ 

○旧暦の１１月１６日から１８日の早朝にかけて行われる○参加できるのは水垢離（水をかぶって体を清める）を取った男子 

○ノリワラへの神降ろしによりご神宣（神の占い）を聞くこと○ヨイサーの行事は村の開発の姿と今年の豊作への感謝、来年 

の豊作の祈りを表わしている・・・誰でも見学できる（１月２日午後７時頃）○金沢村の氏子たちはご神宣を信頼し日々の暮 

らしの目安にしていた○金沢村の氏子たちに連綿と受け継ぎ行われてきた 

 

 旧逢隈橋は、昭和３３年６月に架設されてから、老朽化が 

進んだこと、また、幅員が狭く、歩道もないため、歩行者や 

大型車等の通行に常に危険が伴う状況でした。 

 新逢隈橋の開通で、松川町から飯野町や川俣町方面へよ 

り安全で円滑に通行できるようになり、今後の下川崎地区や 

松川町の活性化に、ひいては浜通り地域の復興に大きな役割 

を果たすものと期待しております。 

 松川:白鳥             金谷川:鮎滝の渡しの石畳           水原 右輪台の桜並木       下川崎:八幡神社（坂ノ下） 

 今年の羽山ごもりは、１月２日夕方から４日早朝にかけて行 

われます。     

 かつては、金沢の氏子だけの神事として行われましたが、現 

在は、「水垢離（みずごり）を体験したい」という方や、 

「大学の卒論テーマにしたい」という学生さん、「羽山ご 

もりに出てみたい」という他地区の一般の方なども参加し 

ています。 

 松川町の皆さん、参加してみませんか。風邪引きなど一 

瞬に治ってしまいますよ。    

 ヨイサーの行事は、２日の夜行われますが、誰でも見学 

できます。休憩に「みかん」がふるまわれます。 
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 “名馬の産地 街道の要所 下川崎”   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10月 
松川提灯祭り 

（あじさい小路） 

（松川提灯祭り） 

（めがね橋） 

（八惣治沼の桜） 

（黒沼神社） （杉森神社） （戴澤碑） 

４月 
大正稲荷例大祭（北原） 

 

８月 
下川崎地区盆踊り大会 

１０月 
杉森神社例大祭（上ノ内） 

作場稲荷神社例大祭（佐久間） 

沼袋黒沼神社例大祭（北） 

８月 
子安観音・ころり地蔵尊例大祭 

（常円寺） 

松川駅前盆踊り大会 

北芝電機夏祭り 

諏訪神社夏祭り 

９月   

天明根能満虚空蔵尊祭礼 

１１月 
にんじん祭り 

 

 

４月 
青麻神社・粟島神社例祭 

 

6月 
風神・雷神神社祭礼 

 

7月 
松川町あじさい小路 

天満天神宮夏季大祭 

八坂神社夏祭献膳祭 

中町稲荷神社夏越祭 

（人形祭） 



４月 
関谷八幡神社例大祭 

金沢黒沼神社例大祭 

浅川の黒沼神社例大祭 

湯の花神事 
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◎福島松川ライオンズクラブ様より提灯祭り支援事業に協賛金を賜りました。ありがとうございました。 

伝
統
あ
る
お
祭
り
の
金
谷
川 

 

 

 

 

 

 

           

７月 
浅川の黒沼神社・ 

  八幡神社夏越人形祭 

８月 
浅川の黒沼神社奉納豊年盆踊り 

関谷地区盆踊り大会 

 

 

（クマガイソウ） 

（蓬莱岩） 

（聖観世音） 

（実り豊かな水原地区） 

（芳水の桜） 

（笹森山のテレビ塔群） 
（子安地蔵尊） 

4月 
水原神社春季例大祭 

子安地蔵尊祈願会 

５月 
クマガイソウの里まつり 

７月 
水原神社夏越祭 

８月 
みずはら夏まつり 

１０月 
藤八新そばまつり 

１１月 
福大祭 

１２月 
金沢羽山ごもり 

浅川の黒沼神社かがり火奉仕 

３月 
若宮の八幡神社例大祭 



   

★編集後記★ 

あけましておめでとうございます。２９年は様々な理由

により２回目の発行が新年になってしまいました。おか

げさまで今後に向けての課題も見えてきました。今号は

各地の行事や主な祭礼を歳時記にしました。興味あると

ころを訪ねてください。これからも編集委員一同、地域

の宝を掘り起し、紹介して

いきたいと思います。今年

もよろしくお願いいたしま

す。                                                               

 

 ～広報委員会 委員～ 

 委員長 丹野義明 

 委 員 加藤美恵子［松川］ 塩谷弘康［金谷川］ 

     茂木徳夫［水原］  先崎正昭［下川崎］ 

    國嶋広子［下川崎］ 佐藤仁一郎 [松川支所］ 

美ずはら・のんた 
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（株）丸立渡辺組 
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 福島大学では、地元松川町との間でさまざまな連携・共同事業を展開し 

ていますが、今回はその一つ、金谷川地区での学生フィールドワークをご

紹介いたします。 

 行政政策学類の塩谷教養演習（１年生２１名）のテーマは「地元学」。 

現在、金沢、関谷、浅川の３つの班に分かれて、「聞き書き」と「地域資

源マップ作り」を行っています。「聞き書き」とは話し手の暮らしや歩ん

だ人生などをお聴きして、一人称の語りで文章化するものです。さまざま

な世代の方々からお話を聞くことで、その方の人生や金谷川地区の時代変

化、さらには、その方にとっての「地元」とは何かを知ることができま

す。「地域資源マップ作り」は、地域の方々が宝・誇りと感じている「地

域資源」を発見して、それらを地図に載せるものです。魅力ある地図を作

成して、福大生が地域に出かけるきっかけにして欲しいと願ってます。 

                                                     （横山 健志） 

福島市松川町字原９３－２２ ℡ 024-567-2462 
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福島市松川町浅川字包崎２２－１ ℡024-567-3333 

大勢のお菓子達がお待ちしております。 
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